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をしたり,あ るいはいろいろな学者 などによって示 されている事柄 をもっ
てその支持 を図る積 りはあ9ま せん。 しかしそ うした指導 を行なった基礎
には,も ちろん言語教育 に関する諸研究の成果 の評価があることは言 うま
でもありません。
ここで言 う入門期 とは,仮 に初級 目本語 の学習時問を320時 問あるとし
た場合一 これは語研の初級 日本語教科書 如 課中35課 程度までを終える
のに必要な時問ですがD一 そのうちのごく初期の段階である1/6位 のと
ころを指すことにしてお きたいと思います。 この時期は後の学習に大 きな
影響を及ぽすことは言 うまでもあ りません。 この期間に教師は学習者の目







ってこの障壁 を乗 り越えてレまう場合があるかもしれません。 しかし外国・
でしかも一定の教育制度の下で目本語を指導する際には,こ の事が意外に
大切なこ とであることに気が付 きます。学習者がどんなに強い興味を日本
藷 に持っていたどしても,時 間が限られているために,他 の学習者に伍 し
て 日本語の学習を続けさせることができない場合が生 じてきます。できな
いと判断するその判断の根拠 となるものには,一 般には記憶力 ・こ とばに
対する感覚 ・知性 ・模倣能力 ・性…格などがあげられましょう。 このいずれ
かに問題がある学習者は,限 られた時間内である程度の学習 を要求 され る
目揚合には無理 なことがあります。 よほど特別な処置一 例えば一対一の指
導 とか,更 に余分な時問 をかける一 をとれば克服できないことは目ないカン
もしれません、 しかしそれだけの時間を他の面の育成 に費 したほうが本人
にとっていい揚合 も考えられます。 このタうな学習者 のことばに対す る反
応 をす早 く見て≧ることが教師の務 めとも申せましょう。この判断は注意




この点を考慮して,西 オース トラリア大学での目本語教育では,学 期の
始 まる休みの期間を利用 して・3週 間の学習能力評価の牟めのプ・グラム
を組み込んだわけです.こ の期間はいわゆる集中講義方式による指導 を行
ないました。初年度 ・二年度各10名 程度の受講者 中,二 年度生の中で2
名がこの期問の中途で適応性に欠けていることが分か 窮 話し合いの結果
正規のコースに進むことを断念 させたケースがありました.こ のようなプ
・グラ岬 蝉 や 僻 の軒 叫 可能であるか祉 継 齢 が・一考に








る障害の方参大であると言えそうです。・学 習の遅退とい う点に対 して,私
は,大 きな疑問 を持っています.な ぜなら,平 仮名の提示の方法に工夫が












ぐ退屈感 を与える,'2)意 味 をなさない音の表記に過 ぎないという印象を
与 える,と いった悪影響のみしかありません。.むしろ利点を前に押 し出す
積極策を取 らねばならないと思います。 その利点 とは,1)ロ ーマ字化さ
れたものからくる発音のゆがみを与えずに,耳 から学習する音 と,新 たに





らの自発的な学習 を促進 させることができる,の ご点があげられます。こ
うした構えをもって,導 入の方法を考えねばならないと思 います。 まず第
一は,あ いうえお順にする必然性はないということです。最初 の課 の基本
文型の文字から導入すれぱよいのです。例 えば,語 研の教科書第一課 を例目
にとれぱ最初の文型は 「～は～です」ですが,こ れ をまず与えることにな
ります。 この文型の反復練習の過程でその都度板書で注意を促 します。目そ
して徐々に文字の数 を増や していきます。この第一課には46文 宇がでて
きまナので,・半分位を第2時 限の目やすにして教え,残 りは徐 々に課 を追
って教えますが,・その間宿題 として,筆 順 を示 したものを与えて学習 させ
ます。こうした方法には もう一つ 見逃せない大切な面があ ります。 それ






下の問題 と言っていいでしょう。 というのは,本 人の聞 く,聞 かないの意
志 にかかわりなく音は耳に入ってくるので・特に教場で音重点主義の矯正
を施さな くても自らできる環境にあります。一方 日本にいない学習者 の場
合には,教 場内での指導がより重要になってきます。 しか し教場内での個
々の音単位の重点指導には疑問があります。 その理由は学習者 のそ うした
指導法から及ぽされる心的影響を考えねばならないからです。音 を個別 に
扱 う方法では,学 習者に次のような影響を与えてしまいます。1)聞 いた
音を忠実に再生できないと,難 かしいとい う圧迫感 から音に対する恐怖感
を持つようになる。2)従 ってまた表現単位で習得 しようとする意欲 を低
下させて,学 習の進度 を阻むことになる。
そこで,音 の徹底的な訓練はラボに委ねる方がずっと効果が あが りま
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す。 教揚 内 で は む しろ授 業 を進 め て 行 くに あ た っ て,メ ッセ ー ジ の解 読 に
阻 害 のな い 程 度 に 目標 をお くべ きだ と考 えます 。
西 オー ス トラ リア大 学 で の プ ログ ラ ム
体 験 に 基 づ く結 果 の 結 論 と最初 に 申 し上 げ ま した の で ・西 オ ー ス トラ リ
ア大 学 で の プ ・ グ ラ ム を概 略 説 明 す る こ とに しま す。
西 オー ス トラ リア大 学 の 目本 研 究 科 は 経 済 学 部 の 中 に 設 置 され て い ま
す。 その 目的 は,鋒 済 を学 んだ卒 業 生 が,目 本 との 貿 易 等 の 実務 の 中 で彼
らが習 得 した 日本 語 と 日本 につ い て の知 識 を 自由 に駆 使 させ る こ とに あ り
ま す。 これ は後 に はそ の発 展 過 程 で,単 に経 済学 専 攻 の学 生 に 限 らず種 々
の専 攻 分 野 に あ っ て同 様 の 目的 を持 っ た学 生 も受 け入 れ る よ うにな りま し
た。 従 っ て 日本 語 を本 来 の 目的 と し た も ので はな く,あ くまで 手 段 と して
の 目本 語 学 習 で あ る α)で,し っ か り した基 礎 の 上 に 立 っ た迅 速 な学 習 に則
したプ ログ ラ ム を設 定 す る こ と が望 まれ ま し た。
プ ・ゲ ラ ム の 構 成 は,先 に も 述 べ ま した 学 期 開始 前 のPre-ev且luadon
と呼 ばれ る コー ス と,正 規 の 授 業 日程 で ある 三学 期 制 を と って い ます 。
Pre-ev盆luatiQnは 約3週 間 の コー ス で,週20時 問,1日 午 前 ・午 後3時
問 の教 場 指 導 に,1日 お きの30分 の ラボ 内指 導 が加 わ ります(初 年 度 これ
は結 局 は学 生 の要 求 で毎 日に な 夢ま した が)。 正 規 の授 業 が始 ま る と,1週
の教 場指 導 は10時 問,ラ ボ は3時 間 とな りま す。3学 期 通 算27週 問 で 第




9ま せんが,そ れに沿 う理想的なテキス トを得ることはなかなか難 しいの
が現状であろうと思われます。 自分の方針に見合 う授業 を独 自に進めなが
ら教材の整備をし,最 終的にはテキス ト作成にもって行 くことが理想に最
も近い形 と申せましょう。 しかし現実問題 として,教 えることと平行 して
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教 材 を整 備 す る こ とは な か な か容 易 な こ とで は あ りま せ ん,'そ こ で妥 協 策
と して は,現 に手 に入 るテ キ ス トの 中 で 自分 の方 針 に近 い もの を選 びジ 補
正 ・・補 強 して使 用 す る こ とに な りま し ょ う。 私 が 指導 項 目の た て 方 と して
最 適 だ と考 え て い る の は 次 の よ うな もの です 。 異 な る 言 語 環 境 に あ っ て'
6
も,自 分 を中 心 とす る外 界 の事象 ・外 界 と 自分 との関 係 か ら 自己 の 中 に 生
ず る心 的 事 象 ・そ こか ら生 れ る心 的 な らび に知 的 な動 き を外 界 の 中 に い る
他者 へ移 行 す る に必 要 な 描 出 ・提 示 の方 法 に共 通 な要 素 が あ る は ず で す。
そ の よ うな共 通 な もの ・ つ ま り共 通 な発 話 か ら学 習 を始 め る こ とが望 ま し
い姿 で あ ろ うと思 うこ とです 。
具 体 的 な例 で これ を説 明 しま し ょ う。 語 研 の 初 級 教 科 書 の第 一 課 は目,大
学 の教 室 で み先 生 と生 徒 の対 話 か ら始 ま ります 。新 学期 第1目 目め 教 室 内
で英 語 を母 国 語 とす る人 た ち の間 で 起 り得 る事 象 と して ぱ どん な ものが あ
りま し ょ うか 。 隣 り合 っ て坐 って い る互 い に知 らな い学 生 ど う しが,な ん
らか の意 志 の 疎 通 を図 勢た い と欲 す るな ら,恐 ら くひ と りが,"且el王o,17m
soandso'7と 相 手 に話 しか け,相 手 か ら"HeUo,1'msoaudSQη とい
った反 応 を受 け る こ 丑 に よ って互 い の会 話 が始 ま る こ とで し よ う。 あ るい
は,第4課 の 田中 さん の へ や の よ うな場 面 を想 定 しま し ょ う。 友 だ ちBに
招 ば れ たAが,Bの へ や に招 じ入 れ られ,そ の へ や につ い て の な ん らか の
感 想 が 述 べ た く な れ ば,Veryniceroomと か,更 に 外 界 との 関 係 で,
Very弓uietroom,tooな ど と言 うの が 最 も普 通 で し ょ う。 この よ うに共
通 した発 話 を基 に して の指 導 項 目 の配列 が で きた ら,非 常 に 指 導 し易 い と
同 時 に学 習 効 果 をあ げ る こ とがで き る と思 い ます 。
なぜ この よ うな こ とを 申 しあげ た か とい う と,ご く普 通 に あ る享 象 に対
して述 べ られ る発 話 を背 景 に して い れ ば,学 習 言 語 の発 話 の学 習 もそ の揚
面 と の関 連 づ け で 自然 に無 理 な くで き得 る と考 え るか らです 。・っ ま り,発
話 は,表 現 そ れ 自体 と,そ の表現 が用 い られ る揚 と,そ れ が用 い られ た環
境 で起 こ る効 果 が一 組 に な って い る もの で あ るか ら,そ の 揚 と効 果 が 与 え
られ れ ば,未 知 の表 現 で も揚 か らの刺 激 で学 習 者 φ 頭 の 中 に 自然 に起 こ る
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母 国語 で の表 現 との 関連 で,そ の表 現 の意 味 す る こ と を容 易 に理 解 で き る
は ず だ と考 え られ ます 。 っ ま り目本 語 で の表 現 が ・ 英 語 の対 応 表 現 と考 え
られ る もの に結 び っ か せ る こ とが で き る こ とに な るわ け で す。 そ の 場 の状
況 か らそ れ に出 され る英 語 の表 現 び学 習 者 の 頭 の 中 に あれ ば,学 習 す べ き
発 話 の学 習 され る効 率 は大 に な る と考 え られ ます。 表現 を表 現 自体 と して
学 習 させ て しま う方 法 です 。 しか しい くら表 現 単 位 と して 与 え て学 習 させ
よ ラ..として も,目 本 語 の語 配 列 を 明確 に させ てお か 奉 けれ ば,結 び つ き の
効 果 を あ げ る こ とは で き ま せ ん。 先 の例 で は,身 分 の 提 示 つ ま 勢idendty
を明確 にす る際 の 構 文 「AはA〆 です 」 は ほ ぼ"AisA1"に 相 当 す る 旨
を述べ て お かね ば な りませ ん。 そ して第1課 で 取 り交 わ され る表 現 の概 要
を述 べ て何 がそ の揚 の話 題 とな っ て い るか を莫 然 とっ か ませ て お き ます 。




大 切 な こ とは,`AreyQuastudent})と 「あ な た は学 生 です か」 との一
対 一 ㊨対 応 を示 す の で は な い とい うこ とです 。 こ の よ うな場 で 当然 考 え ら
れ得 る英 語 で の表 現 を学 習 者 の頭 の 中 に画 き出 させ てお き,教 場 で の反 復
練 習 に よ っ て両 者 の結 合 を図 らせ る こ とです 。 こ の方 法 につ い て直 ち に起
こ り得 る疑 問 は,i)果 た して 学 習 者 は両 者 が 対 応 す る もの で あ る か ど う
か を確 信 す る こ とが で き る か,2)頭 の 中 で の こ と とは い え,結 局 は英 語 と
日本 言吾で の結 びつ き を求 め て い る の で は ない か,の 二 点 が あ りま し ょ う。
第1の 疑 問 点 に 関 し て は,提 示 の 仕 方 に よ っ て 簡 単 に 解 消 で きる は ず で
す 。私 の用 い た例 を示 しま しょ う。
IamteachingJapanesenow、 一 わ た しは先 生 で す。
YouareleamingJapanesenow.一 あ な たは 学 生 です 。
Whatarethesouqdscommontobothsayings⊇










Whenyouareasked`あ な た は どな たで す か'ン
youwould鑓swer`わ た しは学 生 です'.
IfIamasked`あ な た}まどな た です 力斗',
Iwou玉dsay`わ た しはせ ん せ い で す 、
上 の よ うな説 明 を施 こ して お き,実 際 に 学 生 に 「あ な た は どな た です か」
と質 問 を発 してみ ます と,例 外 な く 「わ た く しは 学 生 です 」 が返 って き ま
し た。とい う こ とは,学 習 者 の頭 の 中 に,こ の表 現 の型 が入 って お り,実 際
にw込oareyou身 の対応 す る英語 と結 び つ け られ て い る こ とに な ります 。
そ れ な ら なぜ最 初 か ら対 応 句 を与 えな い の か とい う第2の 疑 問 点 の 問 題
にな りま す。 明 らか な事 実 は,1〉 学 習 者 に とっ て は 日本 語 は全 く未 知 の
もの であ る故 に・ 与 え られ た 日本 語 の表 現 を揚 か らの 理 解 か ら想 起 され る
英 語 表 現 と対 応 させ て い る。2)こ の よ うな与 え方 で は,そ の対 応 づ け な
直接 英 語 を与 え た 揚 合 の対 応 づ け と異 な る。3)そ の対 応 は 学 習 者 が 揚 か
ら と らえ た もの で ある。 実 は,学 習 者 が 自分 で対 応 づ け を行 な う過程 が 大
切 な点 で,与 え られ た もの を単 に結 び つ け る とい う単純 な こ とで はな く,
自分 の、悪考 を経 た上 で の対 応 づ け で あ る こ とに学 習 の効 果 が 促 進 させ られ
る とい う考 え方 に基 づ く もの です。 つ ま り,一 対 一 の対 応 とい う習慣 的 な
操 作 で は な く,与 え られ た場 か らそ の場 にふ さわ しい母 国 語 で の 表現 を考
え させ た上 で 目本 語 の それ との結 合 を図 らせ る とい う思 考 過 程 に重点 を置
くもの です 。 一 対 一 の対 応 をせ ね ば すま され な い習 慣 が一 た ぴ形 成 され る
と,そ れ を打 破 す る こ と炉非 常 に 困難 に な 塑ます 。 外 か ら与 え られ た もの
を機 械 的 に対 応 させ る習 慣 と,学 習 者 自身 の頭 の 中 で考 え た上 で の対 応 と
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では大きな差異があると思います。一対一の対応 を絶えず求めるのでは学
習の進度の遅退 を招 くだけです。外界か らの刺激を受けてそれに対応する





らわれることはないでしょう。事象 との結びっけに よって得 られた英語
一 目本語の結合は意外に早 く刺激即 日本語の過程に変わ ります。その証
拠には,例 えば1課 の 「お早ようございます」の挨拶は,第2目 目から学
習者は私の顔 を見た途端にこの表現を直ちに用いるとい う現象にみられま
ます。最 もこれは日常生活 と直接にかかわ り合いの深い対人関係の用話 で
すから,篇 単 といってしまえばそれまでですが,こ うした簡単なものか ら
ことばが成 り立っているのです。 ことばが 自分 の ものになるとい うこと
は,場 から受 けた直接の反応に結 びっけが可能だからです。 これ らのこと.
を理解するのに,逆 に私 たちが英語などの外国語 を学ぶ際の刺激一 反応
の過程 を想起 してみてください。学習 した英語表現解,.英語の環境下にお












こ とな の で簡 単 な例 の み に と どめて お き ます 。 そ れ は安 易 な 日本 語 ・英 語
の対応 は大 きな 誤 りの元 とな る こ と です 。 こ こ で あ げ る例 は語 い レベ ル の
もの です が,語 研 初 級 教 科 書 第1課 に あ る専 門 は な んで す か と い う表 現 の
中 の専 門 とい うこ とば に対 応 す る英 語 に何 を あげ た らよ い の で し ょ うか.
米 国 の学 生 問 で は ご く普 通 にmaiorが 用 い られ ま し ょ うが,オ ー ス トラ
リア の揚 合 には特 に問 題 と しない 限 堕majorは 用 い ませ ん.特 に 強 く出
す 時 に はspecialityを 用 い るで し ょ う。 ご く自然 な表 現 と して は,what
areyowstudyingPが 用 い られ ま す。・単 に同 じ英語 国民 の 問 で も異 な っ た
用 い方 が あ る とい う だけ で な く,自 然 な 表 現 か ら はず れ る こ とに な'りま
す。 初 期 の段 階 で は特 に場 に則 した 自然 な表 現 の対 応 を考 えね ば,先 に 申
し あげ た よ う目に,学 習 の促 進 が得 られ な い と思 い ます 。 以 上 で表 現 の 型,
い わ ゆ る文型 の導 入 方 法 とそれ に関 連 した文 法事 項 に つ い て簡 単 に触 れ ま
した。
その他のこと
英語での説明 ・場の与えからくる蔽害 もあります。教師自身が英語 を理
解 ・駆使できるとなると,学 習者がどうしても英語で接 しがちになること




学では,授 業時間外の資料として,1)1課 からio課 位までは課の内容に
重点をおいた英語版 と,2)い わゆる文法の説明をしたGエamm刎Notes
を配布 しました。これは特に入門期の学習者に自信を持たせる意味では大
切なものになります。 気を付けねばならないことは,1)に っいてはあ く
まで内容の説明であって決 して訳ではないということを確実に学習者に印
象づけてお くことです。 もちろん学習のかな り進んだ段階では,訳 とい う
ことも重要な学習事項になPま すが,入 門期では余程注意深い配慮か,あ
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るいは特別の意図をもって実施 しない限 り絶体に避けるべきものであると
考えます。
2)のGrammarNOtesに っいては,文 法の記述方法に相当な配慮が必
要です。徒らに文法用語を用いることは,学 習者に余分な負担 をかける結
果 を招きます。この点最低必要量の記述にとどめておくべきで,専 ら場の
中で,必 要な文法事項を学習していき,既 習のものからある程度未修の文
法事項も推量理解できるよう仕向けるべきであると考えます。
LLと の関連事項等時間の関係で触れ得なかった点はまた別な機会をみ
て論じたいと思います。
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